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1．はじめに

　琵琶湖でU胆glgησα〃7酬c研σ（以下「Urog’eησ」と

略す）による淡水赤潮が、1977年にはじめて発生し

て以来、滋賀県では淡水赤潮モニタリング調査を毎年実

施している。今回、1994～1997年の調査結果にっ

いてまとめたので報告する。

2．方法

　琵琶湖におけるモニタリング調査は、征年Umg’eηo

の増加が認められる4～6月に、16地点で原則とし

て10回行った。また、淡水赤潮の発生時には、そ

の発生水域で詳細調査を行った。

　調査項目は、砕og’eπσの群体数、群体の大きさ、

水温、気温、透明度、溶存酸素飽…和度、色相、風

向、風速および淡水赤潮発生の場合はその規模。
また、北湖1点、南湖1点にっいてはuハog1εησ以外

のプラン外ン種とその細胞数についても、2回／月の

頻度で行った。

　持ち帰った検体は速やかにその1m1をプラン外ン計

数板に移し、光学顕微鏡（40～100倍）で検鏡し、

Urogleηα群体数の計数を行った。群体は50μm以

下の小型の群体から、300μm以上の大型の群体ま
で様々であるため、4段階に分類した。U〆og18ησ以

外のフ●ランクトン数についても、同様の方法で計数を行

った。

3．結果

　伽g’ε朋の経日変化とその発生規模

　通常の発生パターンでは、Umg1εησは4月上旬前後

に南湖から増加しはじめ、水温の上昇、とともに拡

大し、4月下旬には北湖でも観察される。5月～6月

にかけて大発生を示し、集積すると淡水赤潮を形

成する。6月に入ると徐々に減少傾向を示し、6月

下旬には、ほとんどの地点で観察されなくなると

いう増減を毎年繰り返していた。

　各年度の特徴をみると、1994年は例年より早い

時期（4月21日）から淡水赤潮の発生が南湖で認め
られ、その後、北湖でも認められるようになった。

U雌g’ε襯の減少は5月の下旬から認められ、この

期間中の発生は3日問5水域であった。1995年には

5月上旬（5月8日）に最初の淡水赤潮形成が認めら

れ、砕og1εησは5月下句に入ると琵琶湖全域で減

少傾向を示した。この間の発生は4日間8水域であ
った。

　1996年には、5月中旬（5月15日）と近年では比較

的遅い時期から発生が認められ、6月．h句から減少

傾向を示した。この間の発生は5日間7水域であっ

た。また、1997年には5月上旬からウログレナの増加は

認められたものの、淡水赤潮の発生は一度も確認
されなかった。

　この4年間におけるU畑g’凹αの年平均群体数の

変動をみると、ψog’8”σ群体数が多くかっ分布が

広範囲だった年は1996年（63群体／皿1）であり、次い

で1994年（36群体／皿1），1997年（28群体／m1）の順で

あった。また、各群体の大きさから割り出した総

細胞数の結果からも1996年が最も多かった。

　この結果から砕ogle〃σは、1993年以前（年平均18

群体／皿1）に比べ、この期間中は比較的多く存在（年

平均38群体／ml）していたと考えられた。しかし、

発生日数やその水域数は、過去の発生に比べ少な

い傾向が認められ、さらにm97年においては、淡

水赤潮の発生が一度も認められなかった。

4．考察

　琵琶湖における淡水赤潮の発生は、1986年以降

徐々に小規模になる傾向がうかがえたが、それに　　＿
反しUmg1ε”σの群体数は、近年多くなってきてい

る・Umgle”σの群体数が多いにも拘わらず淡水赤

潮の発生日数が少ない原因としては、水温や気象

条件が大きく関与してる可能性が推察されたため、

これらの項目を中心に検討を行った。過去に淡水

赤潮が大規模に認められた1979年（17日間、34水域）

の　｛加g／eησの増加時期である5月の気象状況は、

気温が上昇傾向を示し、日照時間も多く、風の穏

やかな晴天の日が継続していた。これに対して、こ

の4年間の気象状況では肺og／8ησが最も多く計数

された1996年を除き、この時期の日照時間が少な

く、水温、気温共に上昇が鈍い状態であった。

　特に、淡水赤潮の発生が一一度も認められなかっ

た1997年は、俳og1εησが広く分布していたにも拘

わらず、例年より水温の上昇が遅く、これに加え

物理的な集積条件、とりわけ、風の穏やかな晴天

の日が続かなかったことが、最も大きな原因とな

っていたと考えられた。
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